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（令和２年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

本荘由利木材流通センター

高　　値 安　　値 平均価格

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

14下

16～22

24～34

出材量・販売量・販売率

１２月２日

12月：16～22cmの巻き立てが人気で10,800円から11,000円での取引となり、強含み。枚数も6枚も集めた。

全般に各製材所の原木不足が顕著になってきた。

(3, 055)
11, 001 

(3, 700)
13, 320 

(3, 003)
10, 812 

(3, 195)
11, 503 

(3, 021)
10, 879 

　　　　　　　　　　(3, 338)
12, 017 

539㎥(1,940石)・539㎥(1,940石)・100％

１月６日（水）より通常営業となります。

年末年始休業のお知らせ

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

　新型コロナウイルス第３波の発生に伴い、今後の行事開催について下記のとおり決定いた

しました。皆様の安全・安心を何よりも優先してのことでございますので、何卒ご理解くだ

さいますようお願いいたします。

●令和２年度地区座談会
　例年２月上旬に開催しております地区座談会は、今年度の開催は中止とさせていただき

ます。

●第２６回本荘由利森林組合造林コンクール表彰授与式・林業講演会
　例年２月中旬に開催しております造林コンクール表彰授与式及び林業講演会は、今年度の

開催は中止とさせていただきます。

　なお、表彰授与に関しては、受賞者に別途ご案内させていただきますので、ご了承ください。

今後の行事予定について 

12月31日（木）～1月5日（火）

●仁賀保支所について

　にかほ市役所金浦庁舎が年末休業となるため、仁賀保支所職員は２９，３０日は木材流通

センターにて勤務しております。御用の方はこちらまでお問い合わせください。

第 132 号

令和３年１月１日

発　行森林組合だより森林組合だより森林組合だより

HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合
由利本荘市水林３８１
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新 年 の ご あ い さ新 年 の ご あ い さ新 年 の ご あ い さ新 年 の ご あ い さ新 年 の ご あ い さ新 年 の ご あ い さ新 年 の ご あ い さ新 年 の ご あ い さ新 年 の ご あ い さ つつ新 年 の ご あ い さ つ

代表理事組合長 小　松　佳　和

代
表
理
事
組
合
長

　小

　松

　佳

　和

副
組
合
長
理
事

　佐
々
木

　法

　夫

副
組
合
長
理
事

　鈴

　木

　
　
　充

理

　
　
　
　事

　浅

　田

　照

　信

理

　
　
　
　事

　小
笠
原

　俊

　彦

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　
　
　勉

理

　
　
　
　事

　工

　藤

　喜

　作

理

　
　
　
　事

　小

　松

　幸

　夫

理

　
　
　
　事

　小

　番

　
　
　勲

理

　
　
　
　事

　三

　浦

　
　
　功

理

　
　
　
　事

　熊

　谷

　典

　夫

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　健

　一

理

　
　
　
　事

　鈴

　木

　敏

　規

理

　
　
　
　事

　伊

　藤

　修

　二

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　勝

　榮

理

　
　
　
　事

　眞

　坂

　平

　通

理

　
　
　
　事

　齋

　藤

　惣
一
郎

理

　
　
　
　事

　板

　垣

　正

　昭

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　
　
　衛

理

　
　
　
　事

　初

　瀨

　東

　一

代
表
監
事

　加

　藤

　
　
　進

監

　
　
　
　事

　佐

　藤

　憲

　一

監

　
　
　
　事

　村

　上

　佐
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　外

　職
員
一
同

　令和３年の新春を迎え、謹んで年頭の御挨拶を申し上げます。

　組合員の皆様には、穏やかに清々しい新年をお迎えの事と心よりお慶び申し上げます。

　又、平素は組合の業務運営全般にわたり組合員様はじめ、関係機関の皆様から格別のご厚情を賜りお礼申し上げます。

　昨年は、世界中で新型コロナウイルス感染拡大により、100年に一度のパンデミックが発生しました。今回のコ

ロナショックは、各国でロックダウンをはじめとする活動制限措置を行い、結果、サプライチェーンの寸断によっ

て生産縮小を余儀なくされ、経済活動の規模が大きく縮小されました。

　国内でも、昨年１月新型コロナウイルス初の感染確認後、感染拡大し、４月には新型コロナで緊急事態宣言が発

令されました。このためGDPの４～６月の落ち込み幅は、リーマンショック後を超え、戦後最悪のマイナス成長と

なりました。

　又、停滞する梅雨前線と湿った空気の影響で西日本や東海を中心に線状降水帯が発生・停滞し、断続的に激しい

雨が降り、川の氾濫による大規模な浸水や土砂災害などの被害が相次ぎました。

　こうした中、県内の林業・木材産業においても住宅着工件数等の減少、製材品や合板などの需要減少に伴う生産

調整、原木価格・消費の落ち込みが顕著に表れ、生産等大幅に調整せざるを得ない状況になっております。

　このため、素材生産業務の一部を保育業務に転換して、組合経営と就業者雇用の維持を図る懸命な取り組みを行

いました。

　コロナ禍が収まらないなか、菅首相は、就任後初めての所信表明演説において、2050年に温室効果ガスをゼロと

することを宣言しました。これは、カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すため、積極的に温暖化対策

を行うことが産業構造や経済社会の変革をもたらし、大きな経済成長につながるという発想の転換が必要と説いた

ものです。

　今日の木材を巡る状況は、様々な新しい技術が付加され、新たな価値を見出しつつあります。残念なのは、社会

的な木材の関心の高まりが、林業関係者の景気回復につながらない点であります。

　このような経済情勢の中、「グリーンリカバリー」や「SDGs」といった気候危機、環境対策に重点を置き、持続

可能な社会の再構築を目指すコロナ禍からの復興が必要であり、環境・地域経済への貢献の定着を目指すため新た

な木材需要が必要と考えております。

　令和３年度は、コロナ禍の経済的影響の中、低コスト化林業による資源の循環利用と地域材の新たな需要拡大を

図り林業の成長産業化をさらに目指します。

　結びに、役職員一体となり組合員様や関係機関のご理解を頂きながら、経営基盤の強化と改善に努め、管内林業

の振興と発展に邁進する覚悟でございますので、本年も一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

　新しい年が、皆様にとって希望に満ちた飛躍の年になりますようにご祈念申し上げ、年頭の御挨拶といたします。

第
26
回 

労
働
安
全
衛
生
大
会

　
第
２６
回
労
働
安
全
衛
生
大
会
が

１２
月
１１
日
（
金
）
に
本
荘
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
の
大
会
は
、
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

職
員
・
技
能
班
を
対
象
に
開
か
れ
て

い
ま
す
。

　
例
年
は
６
〜
７
月
頃
に
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な

り
、
こ
の
時
期
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
安
全
講
話
を
行
い
、
優
良
運
転
者

へ
の
表
彰
、
代
表
職
員
に
よ
る
安
全

宣
言
を
行
っ
て
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
を

誓
い
ま
し
た
。

　
安
全
講
話
で
は
、
由
利
森
林
管
理

署
署
長
の
米
澤
実
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、「
災
害
事
例
か
ら
学
ぶ

安
全
作
業
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【大会宣言】
　私達は、安全管理の重要性及び労働災害防
止活動を確認し、本大会の開催を契機に無事
故・無災害の決意を新たに、災害防止対策を
全力で取り組む事をここに宣言致します。

林産班  佐藤　嘉一

エイジフレンドリー職場へ
　　みんなで改善 リスクの低減

～ 優良運転者表彰 ～
■無事故無違反

　２５年　阿　部　正　輝（林販課職員）

阿　部　　　清（林販課技能職員）

　２０年　阿　部　　　久（林販課職員）

古　川　　　暢（東由利支所職員）

渡　邊　正　明（林販課技能職員）

　１５年　遠　藤　佳　苗（林販課職員）

高　橋　　　敦（加工課技能職員）

　１０年　斎　藤　　　肇（加工課技能職員）

　
11
月
４
日
（
水
）
〜
27
日
（
金
）

の
約
１
ヶ
月
間
、
秋
田
林
業
大
学

校
の
生
徒
１
名
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
場
写
真
の
撮
影
や
毎
木
調
査

等
、
主
に
造
林
課
の
業
務
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
学
校
で

様
々
な
研
修
を
受
け
て
き
た
も
の

の
、
実
際
の
山
で
の
作
業
は
不
慣

れ
な
よ
う
で
、
伐
根
に
足
を
引
っ

掛
け
て
転
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

　
い
く
つ
か
事
務
作
業
も
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
普
段
学

校
で
は
行
わ
な
い
こ
と
な
の
で
、

新
鮮
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
想

像
し
て
い
た
も
の
と
は
違
っ
た
難

し
さ
・
大
変
さ
を
実
感
で
き
、
い

い
勉
強
に
な
っ
た
と
の
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　
現
場
作
業
時
に
は
、
山
の
中
で

は
一
人
で
は
行
動
し
な
い
こ
と
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
安
全
器
具
は
必

ず
身
に
着
け
、
持
ち
物
は
常
に
確

認
す
る
こ
と
、
雪
が
降
り
始
め
る

時
期
と
い
う
の
も
あ
り
、
十
分
な

防
寒
対
策
を
行
う
こ
と
等
、
林
業

に
従
事
す
る
上
で
の
遵
守
事
項
を

教
わ
り
、
期
間
中
は
大
き
な
ケ
ガ

や
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

作
業
中
実
際
に
雪
が
降
っ
て
く
る

な
ど
、
安
全
衛
生
対
策
が
非
常
に

重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
業
務
の
中
で
は
、
職
員
及
び
業

者
間
の
連
携
が
大
切
に
な
っ
て
く

る
た
め
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
親
睦
を
深
め

る
こ
と
も
大
事
な
仕
事
の
一
部
な

の
で
、
施
業
に
関
す
る
技
術
だ
け

で
は
な
く
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

意
識
し
て
今
後
の
研
修
に
臨
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
指
導
に
当
た
っ
た
職
員
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
興
味
を
持
っ

て
、
楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て
い
る

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
今
回
参
加
さ
れ
た
生
徒
は
、
ま

だ
１
年
生
と
い
う
こ
と
で
、
卒
業

は
来
年
度
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

経
験
を
基
に
成
長
し
た
姿
で
、
ま

た
一
緒
に
働
け
る
日
を
待
ち
望
ん

で
お
り
ま
す
。

林
業
大
学
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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第

64

回 

秋

田

県

森

林

組

合

大

会

　
令
和
２
年
11
月
６
日
（
金
）
「
秋

田
テ
ル
サ
」
（
秋
田
市
御
所
野
）
に

お
い
て
、
第
64
回
秋
田
県
森
林
組
合

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
12
組
合
の
役
職
員
の
他
、
秋

田
県
知
事
、
東
北
森
林
管
理
局
長
、

秋
田
県
議
会
議
長
、
農
林
中
央
金
庫

秋
田
支
店
長
、
森
林
・
林
業
・
林
産

業
活
性
化
推
進
議
員
の
会
会
長
等
の

御
来
賓
の
ほ
か
、
多
く
の
林
業
関
係

者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
県
森
連
副
会
長
を
務
め
る

小
松
組
合
長
の
宣
言
で
開
会
し
、
佐

藤
重
芳
県
森
連
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
御
来
賓
の
ご
祝
辞
と
祝
電
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
の
推
進
と
コ
ロ
ナ

禍
の
経
済
的
影
響
か
ら
の
回
復
、
森

林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
及
び
林
業

業
界
一
丸
と
な
っ
た
再
造
林
運
動
の

展
開
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

  【
決  

議
】

　
こ
れ
ま
で
森
林
組
合
系
統
は
、
森
林
所
有
者
の
経
済
的

利
益
の
向
上
や
地
域
社
会
の
活
力
創
造
を
め
ざ
し
た
運
動

方
針
「
森
林
・
林
業
・
山
村
未
来
創
造
運
動
〜
次
代
へ
森

を
活
か
し
て
地
域
を
創
る
〜
」
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ

の
度
の
改
正
森
林
組
合
法
を
踏
ま
え
、
一
丸
と
な
っ
て
次

期
系
統
運
動
方
針
を
策
定
し
、
そ
の
取
組
を
実
施
し
て
い

く
。

　
引
き
続
き
、
県
内
３
万
人
の
組
合
員
と
一
体
と
な
り
、

再
造
林
の
推
進
に
よ
る
資
源
の
循
環
利
用
と
適
切
な
経
営

管
理
の
推
進
、
人
材
の
確
保
・
育
成
等
に
よ
り
、「
林
業
の

成
長
産
業
化
」
を
実
現
す
る
た
め
、
森
林
・
林
業
の
諸
課

題
に
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

　
本
日
こ
こ
に
、
秋
田
県
、
東
北
森
林
管
理
局
、
秋
田
県

市
長
会
、
秋
田
県
町
村
会
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
の

後
援
の
も
と
、
第
64
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
を
開
催
し
、

次
の
事
項
の
実
現
に
森
林
組
合
系
統
の
総
力
を
あ
げ
て
邁

進
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進
と
コ
ロ
ナ
禍
の

　
　
経
済
的
影
響
か
ら
の
回
復

二
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進

三
、
林
業
業
界
一
丸
と
な
っ
た
再
造
林
運
動
の
展
開

　
以
上
決
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　  

　
　
　
令
和
２
年
11
月
６
日

　
　
　
　
　
　
第
64
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
　

◆ 

再
造
林
推
進
優
秀
組
合

　　　　
（
今
年
度
よ
り
新
設
さ
れ
、当
組
合
が
初
受
賞
）

 

秋
田
県
知
事
賞

　
　
　本

荘

由

利

森

林

組

合

◆ 

林
業
功
労
者

　

 

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
　
　岡

　見

　晃

　一
（
大

　内
）

◆ 

役
員
永
年
功
労
者

　

 

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

 

【
15
年
表
彰
】

 

伊

　藤

　修

　二
（
岩

　城
）

◆ 

優
良
現
場
技
能
者

　

 

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
　
　小

　松

　卓

　哉
（
造
林
課
）

再造林推進優秀組合として表彰を受ける、
佐々木副組合長

本荘由利森林組合林業研究会
森林環境譲与税及び森林経営管理制度勉強会

　
森
林
・
林
業
活
性
化
及
び
森
林
の
保

全
対
策
と
し
て
、
新
た
な
施
策
「
森
林

環
境
譲
与
税
」
と
「
森
林
経
営
管
理
制

度
」
が
平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
て
、
早
２
年
が
経
と
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
森
林
所
有
者
及
び

市
民
の
方
々
に
は
、
未
だ
に
浸
透
し
て

い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
当
事
者
と
し
て
、
知
ら
な
い
ま
ま
に

は
し
て
お
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
当

研
究
会
で
勉
強
会
を
企
画
し
、
多
数
の

会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
講
師
に
は
、
秋
田
県
由
利
地
域
振
興

局
農
林
部
森
づ
く
り
推
進
課
課
長
の
永

井
秀
樹
氏
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
今
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、

平
成
27
年
9
月
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
示

さ
れ
た
、S
D
G
s
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
）
と
い
う
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の

中
に
も
「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
が

謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
森
林
資
源

の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
再
造
林
の

促
進
が
世
界
的
に
も
必
要
不
可
欠
な
取

り
組
み
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
県
は
ス
ギ
人
工
林
の
面
積
が
全
国

一
を
誇
る
一
方
、
再
造
林
率
が
２
割
前

後
と
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

内
全
体
と
し
て
も
、
３
割
弱
と
い
う
こ

と
で
、
全
国
的
に
も
再
造
林
拡
大
の
た

め
の
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
い
っ
た
制
度
創
設
の
背
景
か
ら
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
秋
田
県
内
、
特

に
由
利
本
荘
市
、
に
か
ほ
市
に
焦
点
を

当
て
て
、
具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
制
度
を
理
解
す
る

上
で
の
大
き
な
助
力
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
講
義
終
了
後
に
は
、
会
員
の
皆
様
か

ら
多
数
の
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｑ

　制
度
の
周
知
徹
底
の
た
め
に
ど
う

　
　い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
市
が
主
催
し
、
各
地
区
で
座
談
会

　
　
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う

　
　
い
っ
た
制
度
説
明
の
機
会
を
増
や

　
　
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

　管
理
を
委
託
し
た
場
合
の
契
約
期

　
　間
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
各
市
町
村
で
取
り
決
め
ら
れ
て
い

　
　
ま
す
。
由
利
本
荘
市
の
場
合
は
、

　
　
８
年
間
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

　
　
期
間
満
了
後
に
再
契
約
す
る
こ
と

　
　
も
で
き
ま
す
。

Ｑ

　委
託
期
間
中
に
発
生
し
た
利
益
は
、

　
　ど
の
よ
う
な
形
で
所
有
者
に
還
元

　
　さ
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
あ
く
ま
で
も
林
業
経
営
に
適
し
た

　
　
山
林
の
場
合
と
な
り
ま
す
が
、
そ

　
　
の
契
約
期
間
中
に
発
生
し
た
利
益

　
　
は
す
ぐ
に
所
有
者
に
還
元
さ
れ
る

　
　
わ
け
で
は
な
く
、
契
約
満
了
時
に

　
　
残
っ
た
利
益
が
所
有
者
に
還
元
さ

　
　
れ
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

　自
分
の
地
区
は
ま
だ
意
向
調
査
が

　
　実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、

　
　そ
の
前
に
委
託
契
約
を
す
る
こ
と

　
　は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
　
申
し
出
制
度
も
あ
る
た
め
、
意
向

　
　
調
査
を
行
う
前
で
も
、
市
町
村
に

　
　
直
接
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ

　各
市
町
村
の
森
林
面
積
等
で
譲
与

　
　額
が
決
ま
る
よ
う
で
す
が
、
地
籍

　
　調
査
は
ど
れ
く
ら
い
進
ん
で
い
る

　
　の
で
す
か
。

Ａ
　
由
利
本
荘
市
で
は
全
体
の
４
割
程

　
　
度
で
す
。
地
籍
調
査
が
行
わ
れ
て

　
　
い
な
い
森
林
の
境
界
を
明
確
化
す

　
　
る
場
合
は
、
譲
与
税
を
活
用
す
る

　
　
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｑ

　森
林
環
境
譲
与
税
で
市
道
の
拡
幅

　
　等
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
市
道
整
備
は
基
本
的
に
は
各
市
町

　
　
村
の
管
理
費
で
対
応
す
る
こ
と
に

　
　
な
り
ま
す
が
、
森
林
整
備
の
一
環

　
　
と
し
て
市
議
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、

　
　
譲
与
税
を
充
当
で
き
ま
す
。

Ｑ

　委
託
契
約
を
結
ぶ
際
に
、
所
有
者

　
　が
委
託
費
用
等
を
負
担
す
る
こ
と

　
　は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
す
る

　
　
た
め
、
所
有
者
の
負
担
は
あ
り
ま

　
　
せ
ん
。

Ｑ

　法
人
の
形
態
を
と
っ
て
林
業
に
関

　
　す
る
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、

　
　こ
の
制
度
に
関
す
る
事
業
に
携
わ

　
　る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
　
林
業
経
営
に
適
し
た
山
林
は
、
制

　
　
度
上
、
認
定
さ
れ
た
林
業
事
業
体

　
　
に
し
か
委
託
で
き
ま
せ
ん
が
、
林

　
　
業
経
営
に
適
さ
な
い
、
市
町
村
自

　
　
ら
が
管
理
を
行
う
山
に
つ
い
て
は
、

　
　
市
町
村
の
判
断
で
認
定
事
業
体
以

　
　
外
に
委
託
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
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第

64

回 

秋

田

県

森

林

組

合

大

会

　
令
和
２
年
11
月
６
日
（
金
）
「
秋

田
テ
ル
サ
」
（
秋
田
市
御
所
野
）
に

お
い
て
、
第
64
回
秋
田
県
森
林
組
合

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
12
組
合
の
役
職
員
の
他
、
秋

田
県
知
事
、
東
北
森
林
管
理
局
長
、

秋
田
県
議
会
議
長
、
農
林
中
央
金
庫

秋
田
支
店
長
、
森
林
・
林
業
・
林
産

業
活
性
化
推
進
議
員
の
会
会
長
等
の

御
来
賓
の
ほ
か
、
多
く
の
林
業
関
係

者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
県
森
連
副
会
長
を
務
め
る

小
松
組
合
長
の
宣
言
で
開
会
し
、
佐

藤
重
芳
県
森
連
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
御
来
賓
の
ご
祝
辞
と
祝
電
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
の
推
進
と
コ
ロ
ナ

禍
の
経
済
的
影
響
か
ら
の
回
復
、
森

林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
及
び
林
業

業
界
一
丸
と
な
っ
た
再
造
林
運
動
の

展
開
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

  【
決  

議
】

　
こ
れ
ま
で
森
林
組
合
系
統
は
、
森
林
所
有
者
の
経
済
的

利
益
の
向
上
や
地
域
社
会
の
活
力
創
造
を
め
ざ
し
た
運
動

方
針
「
森
林
・
林
業
・
山
村
未
来
創
造
運
動
〜
次
代
へ
森

を
活
か
し
て
地
域
を
創
る
〜
」
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ

の
度
の
改
正
森
林
組
合
法
を
踏
ま
え
、
一
丸
と
な
っ
て
次

期
系
統
運
動
方
針
を
策
定
し
、
そ
の
取
組
を
実
施
し
て
い

く
。

　
引
き
続
き
、
県
内
３
万
人
の
組
合
員
と
一
体
と
な
り
、

再
造
林
の
推
進
に
よ
る
資
源
の
循
環
利
用
と
適
切
な
経
営

管
理
の
推
進
、
人
材
の
確
保
・
育
成
等
に
よ
り
、「
林
業
の

成
長
産
業
化
」
を
実
現
す
る
た
め
、
森
林
・
林
業
の
諸
課

題
に
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

　
本
日
こ
こ
に
、
秋
田
県
、
東
北
森
林
管
理
局
、
秋
田
県

市
長
会
、
秋
田
県
町
村
会
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
の

後
援
の
も
と
、
第
64
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
を
開
催
し
、

次
の
事
項
の
実
現
に
森
林
組
合
系
統
の
総
力
を
あ
げ
て
邁

進
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進
と
コ
ロ
ナ
禍
の

　
　
経
済
的
影
響
か
ら
の
回
復

二
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進

三
、
林
業
業
界
一
丸
と
な
っ
た
再
造
林
運
動
の
展
開

　
以
上
決
議
す
る
。
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６
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◆ 
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造
林
推
進
優
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（
今
年
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り
新
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さ
れ
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組
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初
受
賞
）
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が
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、
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所
有
者
及
び

市
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の
方
々
に
は
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未
だ
に
浸
透
し
て

い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
当
事
者
と
し
て
、
知
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な
い
ま
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に

は
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お
け
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と
い
う
こ
と
で
、
当

研
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会
で
勉
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会
を
企
画
し
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数
の
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に
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・
林
業
を
取
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デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
）
と
い
う
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の

中
に
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つ
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う
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不
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と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
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工
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の
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が
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を
誇
る
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方
、
再
造
林
率
が
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前

後
と
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い
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準
と
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ま
す
。
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内
全
体
と
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も
、
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と
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う
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で
、
全
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的
に
も
再
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拡
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が
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と
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ま

す
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こ
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た
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ら
、
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に
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、
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、
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。
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こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
市
が
主
催
し
、
各
地
区
で
座
談
会

　
　
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う

　
　
い
っ
た
制
度
説
明
の
機
会
を
増
や

　
　
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

　管
理
を
委
託
し
た
場
合
の
契
約
期

　
　間
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
各
市
町
村
で
取
り
決
め
ら
れ
て
い

　
　
ま
す
。
由
利
本
荘
市
の
場
合
は
、

　
　
８
年
間
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

　
　
期
間
満
了
後
に
再
契
約
す
る
こ
と

　
　
も
で
き
ま
す
。

Ｑ

　委
託
期
間
中
に
発
生
し
た
利
益
は
、

　
　ど
の
よ
う
な
形
で
所
有
者
に
還
元

　
　さ
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
あ
く
ま
で
も
林
業
経
営
に
適
し
た

　
　
山
林
の
場
合
と
な
り
ま
す
が
、
そ

　
　
の
契
約
期
間
中
に
発
生
し
た
利
益

　
　
は
す
ぐ
に
所
有
者
に
還
元
さ
れ
る

　
　
わ
け
で
は
な
く
、
契
約
満
了
時
に

　
　
残
っ
た
利
益
が
所
有
者
に
還
元
さ

　
　
れ
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

　自
分
の
地
区
は
ま
だ
意
向
調
査
が

　
　実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、

　
　そ
の
前
に
委
託
契
約
を
す
る
こ
と

　
　は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
　
申
し
出
制
度
も
あ
る
た
め
、
意
向

　
　
調
査
を
行
う
前
で
も
、
市
町
村
に

　
　
直
接
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ

　各
市
町
村
の
森
林
面
積
等
で
譲
与

　
　額
が
決
ま
る
よ
う
で
す
が
、
地
籍

　
　調
査
は
ど
れ
く
ら
い
進
ん
で
い
る

　
　の
で
す
か
。

Ａ
　
由
利
本
荘
市
で
は
全
体
の
４
割
程

　
　
度
で
す
。
地
籍
調
査
が
行
わ
れ
て

　
　
い
な
い
森
林
の
境
界
を
明
確
化
す

　
　
る
場
合
は
、
譲
与
税
を
活
用
す
る

　
　
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｑ

　森
林
環
境
譲
与
税
で
市
道
の
拡
幅

　
　等
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
市
道
整
備
は
基
本
的
に
は
各
市
町

　
　
村
の
管
理
費
で
対
応
す
る
こ
と
に

　
　
な
り
ま
す
が
、
森
林
整
備
の
一
環

　
　
と
し
て
市
議
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、

　
　
譲
与
税
を
充
当
で
き
ま
す
。

Ｑ

　委
託
契
約
を
結
ぶ
際
に
、
所
有
者

　
　が
委
託
費
用
等
を
負
担
す
る
こ
と

　
　は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
す
る

　
　
た
め
、
所
有
者
の
負
担
は
あ
り
ま

　
　
せ
ん
。

Ｑ

　法
人
の
形
態
を
と
っ
て
林
業
に
関

　
　す
る
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、

　
　こ
の
制
度
に
関
す
る
事
業
に
携
わ

　
　る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
　
林
業
経
営
に
適
し
た
山
林
は
、
制

　
　
度
上
、
認
定
さ
れ
た
林
業
事
業
体

　
　
に
し
か
委
託
で
き
ま
せ
ん
が
、
林

　
　
業
経
営
に
適
さ
な
い
、
市
町
村
自

　
　
ら
が
管
理
を
行
う
山
に
つ
い
て
は
、

　
　
市
町
村
の
判
断
で
認
定
事
業
体
以

　
　
外
に
委
託
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
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新 年 の ご あ い さ つ

代表理事組合長 小　松　佳　和

代
表
理
事
組
合
長
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副
組
合
長
理
事
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々
木
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副
組
合
長
理
事
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理
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　外

　職
員
一
同

　令和３年の新春を迎え、謹んで年頭の御挨拶を申し上げます。

　組合員の皆様には、穏やかに清々しい新年をお迎えの事と心よりお慶び申し上げます。

　又、平素は組合の業務運営全般にわたり組合員様はじめ、関係機関の皆様から格別のご厚情を賜りお礼申し上げます。

　昨年は、世界中で新型コロナウイルス感染拡大により、100年に一度のパンデミックが発生しました。今回のコ

ロナショックは、各国でロックダウンをはじめとする活動制限措置を行い、結果、サプライチェーンの寸断によっ

て生産縮小を余儀なくされ、経済活動の規模が大きく縮小されました。

　国内でも、昨年１月新型コロナウイルス初の感染確認後、感染拡大し、４月には新型コロナで緊急事態宣言が発

令されました。このためGDPの４～６月の落ち込み幅は、リーマンショック後を超え、戦後最悪のマイナス成長と

なりました。

　又、停滞する梅雨前線と湿った空気の影響で西日本や東海を中心に線状降水帯が発生・停滞し、断続的に激しい

雨が降り、川の氾濫による大規模な浸水や土砂災害などの被害が相次ぎました。

　こうした中、県内の林業・木材産業においても住宅着工件数等の減少、製材品や合板などの需要減少に伴う生産

調整、原木価格・消費の落ち込みが顕著に表れ、生産等大幅に調整せざるを得ない状況になっております。

　このため、素材生産業務の一部を保育業務に転換して、組合経営と就業者雇用の維持を図る懸命な取り組みを行

いました。

　コロナ禍が収まらないなか、菅首相は、就任後初めての所信表明演説において、2050年に温室効果ガスをゼロと

することを宣言しました。これは、カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すため、積極的に温暖化対策

を行うことが産業構造や経済社会の変革をもたらし、大きな経済成長につながるという発想の転換が必要と説いた

ものです。

　今日の木材を巡る状況は、様々な新しい技術が付加され、新たな価値を見出しつつあります。残念なのは、社会

的な木材の関心の高まりが、林業関係者の景気回復につながらない点であります。

　このような経済情勢の中、「グリーンリカバリー」や「SDGs」といった気候危機、環境対策に重点を置き、持続

可能な社会の再構築を目指すコロナ禍からの復興が必要であり、環境・地域経済への貢献の定着を目指すため新た

な木材需要が必要と考えております。

　令和３年度は、コロナ禍の経済的影響の中、低コスト化林業による資源の循環利用と地域材の新たな需要拡大を

図り林業の成長産業化をさらに目指します。

　結びに、役職員一体となり組合員様や関係機関のご理解を頂きながら、経営基盤の強化と改善に努め、管内林業

の振興と発展に邁進する覚悟でございますので、本年も一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

　新しい年が、皆様にとって希望に満ちた飛躍の年になりますようにご祈念申し上げ、年頭の御挨拶といたします。
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第
26
回 

労
働
安
全
衛
生
大
会

　
第
２６
回
労
働
安
全
衛
生
大
会
が

１２
月
１１
日
（
金
）
に
本
荘
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
の
大
会
は
、
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

職
員
・
技
能
班
を
対
象
に
開
か
れ
て

い
ま
す
。

　
例
年
は
６
〜
７
月
頃
に
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な

り
、
こ
の
時
期
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
安
全
講
話
を
行
い
、
優
良
運
転
者

へ
の
表
彰
、
代
表
職
員
に
よ
る
安
全

宣
言
を
行
っ
て
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
を

誓
い
ま
し
た
。

　
安
全
講
話
で
は
、
由
利
森
林
管
理

署
署
長
の
米
澤
実
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、「
災
害
事
例
か
ら
学
ぶ

安
全
作
業
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【大会宣言】
　私達は、安全管理の重要性及び労働災害防
止活動を確認し、本大会の開催を契機に無事
故・無災害の決意を新たに、災害防止対策を
全力で取り組む事をここに宣言致します。

林産班  佐藤　嘉一

エイジフレンドリー職場へ
　　みんなで改善 リスクの低減

～ 優良運転者表彰 ～
■無事故無違反

　２５年　阿　部　正　輝（林販課職員）

阿　部　　　清（林販課技能職員）

　２０年　阿　部　　　久（林販課職員）

古　川　　　暢（東由利支所職員）

渡　邊　正　明（林販課技能職員）

　１５年　遠　藤　佳　苗（林販課職員）

高　橋　　　敦（加工課技能職員）

　１０年　斎　藤　　　肇（加工課技能職員）

　
11
月
４
日
（
水
）
〜
27
日
（
金
）

の
約
１
ヶ
月
間
、
秋
田
林
業
大
学

校
の
生
徒
１
名
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
場
写
真
の
撮
影
や
毎
木
調
査

等
、
主
に
造
林
課
の
業
務
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
学
校
で

様
々
な
研
修
を
受
け
て
き
た
も
の

の
、
実
際
の
山
で
の
作
業
は
不
慣

れ
な
よ
う
で
、
伐
根
に
足
を
引
っ

掛
け
て
転
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

　
い
く
つ
か
事
務
作
業
も
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
普
段
学

校
で
は
行
わ
な
い
こ
と
な
の
で
、

新
鮮
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
想

像
し
て
い
た
も
の
と
は
違
っ
た
難

し
さ
・
大
変
さ
を
実
感
で
き
、
い

い
勉
強
に
な
っ
た
と
の
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　
現
場
作
業
時
に
は
、
山
の
中
で

は
一
人
で
は
行
動
し
な
い
こ
と
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
安
全
器
具
は
必

ず
身
に
着
け
、
持
ち
物
は
常
に
確

認
す
る
こ
と
、
雪
が
降
り
始
め
る

時
期
と
い
う
の
も
あ
り
、
十
分
な

防
寒
対
策
を
行
う
こ
と
等
、
林
業

に
従
事
す
る
上
で
の
遵
守
事
項
を

教
わ
り
、
期
間
中
は
大
き
な
ケ
ガ

や
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

作
業
中
実
際
に
雪
が
降
っ
て
く
る

な
ど
、
安
全
衛
生
対
策
が
非
常
に

重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
業
務
の
中
で
は
、
職
員
及
び
業

者
間
の
連
携
が
大
切
に
な
っ
て
く

る
た
め
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
親
睦
を
深
め

る
こ
と
も
大
事
な
仕
事
の
一
部
な

の
で
、
施
業
に
関
す
る
技
術
だ
け

で
は
な
く
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

意
識
し
て
今
後
の
研
修
に
臨
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
指
導
に
当
た
っ
た
職
員
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
興
味
を
持
っ

て
、
楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て
い
る

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
今
回
参
加
さ
れ
た
生
徒
は
、
ま

だ
１
年
生
と
い
う
こ
と
で
、
卒
業

は
来
年
度
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

経
験
を
基
に
成
長
し
た
姿
で
、
ま

た
一
緒
に
働
け
る
日
を
待
ち
望
ん

で
お
り
ま
す
。

林
業
大
学
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

林
業
大
学
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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（令和２年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

本荘由利木材流通センター

高　　値 安　　値 平均価格

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

14下

16～22

24～34

出材量・販売量・販売率

１２月２日

12月：16～22cmの巻き立てが人気で10,800円から11,000円での取引となり、強含み。枚数も6枚も集めた。

全般に各製材所の原木不足が顕著になってきた。

(3, 055)
11, 001 

(3, 700)
13, 320 

(3, 003)
10, 812 

(3, 195)
11, 503 

(3, 021)
10, 879 

　　　　　　　　　　(3, 338)
12, 017 

539㎥(1,940石)・539㎥(1,940石)・100％

１月６日（水）より通常営業となります。

年末年始休業のお知らせ

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

　新型コロナウイルス第３波の発生に伴い、今後の行事開催について下記のとおり決定いた

しました。皆様の安全・安心を何よりも優先してのことでございますので、何卒ご理解くだ

さいますようお願いいたします。

●令和２年度地区座談会
　例年２月上旬に開催しております地区座談会は、今年度の開催は中止とさせていただき

ます。

●第２６回本荘由利森林組合造林コンクール表彰授与式・林業講演会
　例年２月中旬に開催しております造林コンクール表彰授与式及び林業講演会は、今年度の

開催は中止とさせていただきます。

　なお、表彰授与に関しては、受賞者に別途ご案内させていただきますので、ご了承ください。

今後の行事予定について 

12月31日（木）～1月5日（火）

●仁賀保支所について

　にかほ市役所金浦庁舎が年末休業となるため、仁賀保支所職員は２９，３０日は木材流通

センターにて勤務しております。御用の方はこちらまでお問い合わせください。

第 132 号

令和３年１月１日

発　行森林組合だより森林組合だより森林組合だより

HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合
由利本荘市水林３８１

ＦＡＸ０１８４̶ ̶２４４１４３ＴＥＬ０１８４̶ ̶２４４１４１㈹

令和３年 新年号


